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モ ン シ ロ ド ク ガ 越 冬 幼 虫 の 移 動 に つ い て
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:  は  し め  :こ

モンシロドクガ越冬幼虫は春先,ク ワの芽を食害し,大

発生時にはしばしばその害が問題となる。幼虫は活発に株

上を歩きまわり,芽を食害するが株から地上に降りる個体

も多く幼虫の移動性が非常に高い
1)。
移動が何の要因で引

き起こされるのかは判然としないが単なる餌あるいは個体

密度の問題のみから起こるものとはいいがたい。

移動についてマーキング虫を放して観察すると畦間を移

動するものは極めて少なく,ほとんどが株間間を移動する。

更に地上に降りた個体は最も近い物体に直線的に集まるこ

とから視覚が移動に関与する可能性が高い。そこで,今回

は移動目標が視覚によって認知されることを確認する目的

で以下の実験を行なった。

2 材料及び方法       、

モンシロドクガ幼虫は 5月 下旬に桑園より採集した中令

幼虫を用い,桑葉を与えながら飼育しつつ ,その都度無作

為に幼虫を選んで供試した。視覚による移動目標物の認知

の可能性について室内で生物検定を試みた。直経70ぃ ,高

さ30"の円柱をボール紙で作り (円柱内側白色),円柱の
内項1壁面に黒模造紙をセロテープで固定した。なお黒模造

紙の大きさは20X30,10X30,5× 30"の 3種類とした。
モンシロドクガ幼虫 5頭を台紙にのせて円柱の中心に置い

て直ちにプラスチック板 (自色)で蓋をし,上から40Wの

蛍光灯で照明しつつ実験を行なった。モンシロドクガの行動

は円柱壁面に開けた小穴より観察した。供試した個体それ

ぞれが壁面に到達した時点で黒模造紙に来た個体の割合を

記録した。なお実験は 3回反復した。

つぎに目標物の高さによって到達率が異なるのかを知る

ために,放虫点より2″ の位置に幅10“ ,地 ヒ面からの高さ

30.50.100150ぃ にて黒模造紙を地上面まで ドげた。一度

に幼虫を 5頭放し,実験は各高さにつき 2回反復した。

3 結果及び考察

ボ ール紙の円柱を用いた実験では表 1の ように面積の

大きな紙ほど到達率が高かったが,5× 30"の紙にも半数
の幼虫が到達しており,モ ンシロドクガ幼虫は視覚による

日標物の認知が行われているものと考える。放虫点から移

表 i 室内生物検定によるモンシロドクガの黒紙
への到達率

注 ホール紙で作った円柱の内側にそれぞれの紙を固
定し,幼虫 5頭を放した。実験は各区ごとおこない
3回反復した。

動を開始する場合,幼虫は頭,胸部を持ち上げ,左右を見

わたすような行動をする。移動を開始するとランダムな歩

行はせず,ほぼ直線的に歩く。モンシロドクガの幼虫が可

視光線下での色の調 騎河會助,ま判らないが,少なくとも,
ボール紙の自と模造紙の黒とでは明らかに区別出来ると考

えられる。

日標物の高さによる到達率では表2に 示すように明ら

表2 目標物の高さと到達率

注.放虫地点より2アの位置に目
標となる色をそれぞれの高さか
ら地上面まで下げた。放虫数は
5頭 , 2回実験をくり返した。

かに高いものほど到達率が高くなっている。幼虫の歩行は

前実験にみられたのと同じく,直線的にかなりの速さで歩

行するが,それらは目標物に到達した個体はど顕著であっ

た。幼虫の日標物 の確認は移動開始時に行われるが,移

動途中,日標の再確認のため頭部上げ行動が見られる場合
がある。このような個体は目標物方向とは異なった方向に

歩くものに多く,最初から目標物方向に歩くものは一気に

目標物まで歩き切ってしまう場合が多かった。なお,放虫

地点に虫を置く場合,そ の後の虫の動く方向はその時の頭

の向きが大きく影響するが,日標物がなければ途中で何度

も確認が行われるので最終的には問題にはならなかった。
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目標物に到達した幼虫は紙を登り,最上部まで連するとは  株よりは株間方向の桑株の方がより大きく,高く見えるは
とんどが3、たたび地上に降り目標物を離れるが,一度離れ  ずである。
た目標物を再確認してもどる個膵も少なくなかった。     今回の実験からはモンシロドクガ幼虫が目標物をどうい
これらのことから,モ ンシロドクガ越冬幼虫は移動の際  う意味で認知しているのかは判らないが少なくとも本来桑
あらかじめ目標となるものを視覚によって認知し,その目  株を目標にすべきところを移動の最初の段階では寄主植物
標物に向かって移動することが判った。更にそれらは高い  の認知以前に目に付く物体が幼虫の単なる移動目標となり
物体に良く反応する。圃場において,畦間方向に移動する  うる事実は大変に興味深い。
モンシロドクガ幼虫は極めて少なく,株間間に多いのはこ
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